（様式第２号）
宮城県老人福祉施設協議会災害派遣介護チームの派遣に関する協定
　宮城県老人福祉施設協議会（以下「甲」という。）と特別養護老人ホーム○○○（以下「乙」という。）と
は、宮城県老人福祉施設協議会災害派遣介護チーム設置運営要領（以下「派遣チーム要領」という。）に基づ
き、宮城県老人福祉施設協議会災害派遣介護チーム（以下「派遣チーム」という。）の派遣に関し、次のとお
り協定を締結する。
（目的）
第１条　この協定は、大規模災害が発生した場合に、派遣チームを被災高齢者施設、被災高齢者施設の利用
者を受け入れた施設、福祉避難所（以下「被災施設等」という。）に派遣し、被災施設等での生活において
特別の配慮を必要とする高齢者等（以下「要援護者」という。）を支援することを目的とする。

（登録簿の作成）
第２条　乙は、所属する職員のうち、派遣チームの構成員（以下「派遣チーム員」という。）として派遣可能
な者について、宮城県老施協災害派遣介護チーム員予定者名簿（派遣チーム要領様式第３号。以下「予定者
名簿」という。）を作成し、甲に提出する。
 　また、派遣チーム員の派遣に際し提供可能な車両についても、予定者名簿に記載するものとする。
２　乙は、前項の予定者名簿の記載内容に変更が生じたときは、速やかに修正し、甲に提出するものとする。

　（派遣要請等）

第３条　甲は、被災施設等において要援護者の支援活動を行う必要があると判断したときは、原則として、
宮城県老人福祉施設協議会災害時相互支援協定書に定める地区災害対策本部長を通じて、乙に派遣チーム
員の派遣を要請する。
２　乙は、甲から派遣チーム員の派遣要請を受けたときは、速やかに派遣の可否及び派遣可能な人数等を甲
に報告するものとする。
（活動内容）

第４条　派遣チーム員は、次の活動を行うこととする。
（１）被災高齢者施設、被災高齢者施設の利用者を受け入れた施設における要援護者の介護
（２）福祉避難所における要援護者への支援及び要援護者からの相談への対応
２　派遣チーム員は、前項に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必要と認められる活動を行
うものとする。
　（指揮命令）
第５条　派遣チームが活動を行う場合の指揮命令は、甲が指定する者が行うこととする。
　（移動手段）
第６条　派遣チームの被災施設等への移動手段については、原則として、甲が確保する。
２　乙は、甲から車両の提供要請があったときは、これに協力するものとする。
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　（活動報告）
第７条　派遣チーム員は、活動が終了したときは、その活動状況等について宮城県老施協災害派遣介護チー
ム員活動報告書（派遣チーム要領様式第５号）により報告を行うものとする。
　（補償）
第８条　甲は、派遣チームの活動に伴う事故等に対応するため、派遣チーム員を対象とする障害保険に加入
し、その保険料を負担する。

（派遣費用の負担）
第９条　甲の要請に基づき乙が派遣した派遣チーム員に係る派遣費用の負担については、甲と乙が別途協議
して定めるものとする。

（定めのない事項）

第１０条　この協定に定めのない事項又はこの協定について疑義が生じた場合は、甲と乙が協議して定める。
（協定の期間）
第１１条　この協定の有効期間は、この協定の締結の日から２年間とする。ただし、有効期間満了の日の２
か月前までに甲、乙のいずれからも何らの意思表示がなされないときは、有効期間満了の日の翌日から起
算して２年間この協定は延長されるものとし、以降も同様とする。　
この協定の締結の証として、本書２通を作成し、それぞれ１通を所持するものとする。
平成２６年　　月　　日
　　　　　           宮城県老人福祉施設協議会    会 長 　黒　田　　清
                     特別養護老人ホーム○○○　　施設長　○ ○　○ ○
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